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第23回通常総代会　JA綱領朗唱の様子

開会挨拶を行う古澤組合長

議長に選出された左から石尾氏、千代氏

本
日
は
あ
さ
ひ
か
わ
農
業
協
同
組
合
「
第
23
回
通
常
総

代
会
」
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
春
作
業

も
始
ま
り
時
節
柄
大
変
お
忙
し
い
中
、
総
代
の
皆
様
に
は

ご
出
席
を
賜
り
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
ご

来
賓
の
旭
川
市
、
鷹
栖
町
を
は
じ
め
J
A
グ
ル
ー
プ
各
連

合
会
、
各
関
係
機
関
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
公
務
ご

多
用
の
中
、
ご
臨
席
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　 

　
　
　

ま
た
、
日
頃
よ
り
当
あ
さ
ひ
か
わ
農
協
の
事
業
推
進
に

対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
指
導
を
頂
い

て
お
り
ま
す
事
を
高
い
席
か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
重
ね

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
各
地
で
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
が
多
発
し
、

又
依
然
と
し
て
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
、
不

安
定
な
中
東
情
勢
が
続
く
中
、
世
界
的
な
商
品
価
格
の
高

騰
、
ア
メ
リ
カ
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
関
税
政
策
の
動
向
等
、

我
が
国
の
経
済
環
境
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
新
た
な
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、
食
料
安
全
保
障
に
お
い
て

は
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
「
F
A
O
」
の
定
義
を
念
頭
に

「
良
質
な
食
料
が
合
理
的
な
価
格
で
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、

国
民
一
人
一
人
が
こ
れ
を
入
手
で
き
る
状
態
」
と
し
て
い

ま
す
。
単
に
食
料
供
給
の
総
量
だ
け
で
は
な
く
、
食
料
入

手
が
困
難
に
な
る
問
題
も
食
料
安
全
保
障
の
課
題
と
し
て

い
ま
す
。

令
和
6
年
度
の
地
域
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
融
雪

期
は
平
年
と
比
べ
早
く
各
種
農
作
業
は
順
調
に
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

水
稲
に
お
い
て
は
、
稔
実
籾
数
は
平
年
を
上
回
り
、
農

水
省
の
発
表
し
た
上
川
地
区
の
作
況
指
数
は
1
0
4
と
な

り
ま
し
た
。

米
の
出
荷
契
約
数
量
23
万
俵
に
対
し
て
集
荷
実
績
は
、

23
万
8
千
俵
で
1
0
3

・

8
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

水
稲
生
産
者
皆
様
の
農
協
へ
の
出
荷
に
対
し
ま
し
て
、
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

販
売
面
に
お
い
て
は
、
生
産
者
の
所
得
を
最
大
限
確
保

す
る
た
め
付
加
価
値
栽
培
に
お
け
る
「
J
A
あ
さ
ひ
か
わ

米
の
強
み
」
を
活
か
し
た
販
売
展
開
、
又
特
徴
あ
る
米
の

販
売
拡
大
、
実
需
に
沿
っ
た
用
途
別
販
売
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
令
和
7
年
度
は
「
米
ど
こ
ろ
J
A
あ
さ
ひ

か
わ
」
の
販
売
推
進
に
向
け
て
産
地
指
定
率
の
向
上
・
売

れ
る
米
作
り
・
有
利
販
売
、
を
重
点
と
し
「
安
全
・
安
心
」

「
G
A
P
」「
産
地
ト
レ
ー
ス
」
な
ど
に
取
り
組
み
、
高
品

質
・
良
食
味
米
の
生
産
に
よ
り
「
J
A
あ
さ
ひ
か
わ
米
の

強
み
」
を
活
か
し
た
販
売
展
開
を
推
進
し
、
さ
ら
な
る
所

得
の
増
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

畑
作
物
に
つ
い
て
は
、
生
育
期
間
を
通
じ
て
高
温
で
推

移
し
た
こ
と
か
ら
、
品
質
に
つ
い
て
は
品
目
に
よ
っ
て
バ

ラ
つ
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
も
、
契
約
栽
培
に
よ
る
販
売
価
格
の
高
位
安
定
化

を
図
り
、
付
加
価
値
向
上
と
産
地
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

青
果
物
は
、
夏
場
の
高
温
に
よ
り
出
荷
量
は
減
少
し
ま

し
た
が
相
場
高
で
推
移
し
、
2
年
連
続
の
10
億
円
以
上
の

販
売
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

新
規
作
物
の
作
付
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
栽
培
指
導

や
出
荷
体
制
を
強
化
し
高
収
益
作
物
の
導
入
に
よ
る
生
産

量
・
作
付
面
積
の
維
持
・
拡
大
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
稲
、
畑
作
物
、
青
果
の
販
売
に
対
し
、
産
地
ブ
ラ
ン
ド

化
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
ホ
ク
レ
ン
に
対
し
ま
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

農
産
物
直
売
所
あ
さ
が
お
は
、「
地
産
・
地
消
」
の
拡
大

を
目
的
に
新
鮮
で
「
安
全
・
安
心
」
な
農
畜
産
物
等
を
今

後
も
消
費
者
に
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
酪
農
畜
産
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
の
天
候
不
順

や
高
止
ま
り
す
る
飼
料
価
格
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰

に
伴
う
生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
り
、
経
営
収
支
の
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、
生
産
基
盤
の
強
化
や
経
営
の
安
定

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
振
興
と
し
て
、
組
合
員
の
農
業
所
得
の
安
定
・
農

地
の
確
保
と
適
正
利
用
に
向
け
、
T
A
C
活
動
を
中
心
に

組
合
員
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
組
合
員
と
J
A
役
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら
、
意
識
・
知
識
の
共
有
を
深
め
る
と
と

も
に
、
食
育
活
動
や
食
の
大
切
さ
を
伝
え
る
交
流
を
行
い
、

地
域
住
民
の
信
頼
と
理
解
を
高
め
正
・
准
組
合
員
と
の
地

域
の
密
着
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

購
買
事
業
は
、
生
産
資
材
部
門
で
は
低
コ
ス
ト
資
材
の

推
進
や
ド
ロ
ー
ン
受
託
作
業
に
よ
る
農
作
業
効
率
化
に
取
り

組
み
農
作
業
支
援
体
制
に
努
め
ま
す
。 

燃
料
部
門
は
、
利
用
者
の
節
約
志
向
と
低
燃
費
車
が
普
及

す
る
中
、
燃
料
価
格
高
騰
が
続
き
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す

が
、
推
進
活
動
・
情
報
提
供
を
行
い
、
収
益
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

令
和
6
年
度
信
用
事
業
の
貯
金
・
貸
出
金
年
度
末
残
高
は
、

計
画
達
成
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
度
は
、
地
域
の
金

融
機
関
と
し
て
満
足
度
向
上
を
図
り
、
事
務
効
率
化
や
業
務

体
制
の
見
直
し
に
取
り
組
み
経
営
基
盤
の
維
持
強
化
を
図
り

ま
す
。

共
済
事
業
は
「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」
の
総
合
保
障
を

提
供
す
る
た
め
、
訪
問
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
依
然
と

し
て
J
A
共
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
短
期
共
済
に
お
い
て
は
計
画
を
上
回
る
も
の
の
長
期

共
済
の
取
扱
高
は
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
に
長
く
、
深
く
“
寄

り
添
い
”「
安
心
と
満
足
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令
和
6
年
度
の
決
算
で
あ
り
ま
す
が
、
剰
余
金
は
当
初
計

画
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
事
業
へ
の
積
極
的

な
利
用
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

上
川
中
央
部
4
J
A
の
合
併
協
議
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合

併
に
よ
る
組
織
基
盤
の
強
化
の
必
要
性
を
認
識
し
つ
つ
、
今

後
も
組
合
員
向
け
説
明
会
を
開
催
し
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら

多
く
の
意
見
・
要
望
等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
協
議
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
も
、
組
合
員
・
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
基
本
理
念

と
し
「
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
」
に
向
け
、

「
財
務
基
盤
の
強
化
」「
経
営
収
支
の
確
保
」
を
図
り
、
自
己

資
本
比
率
の
向
上
を
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
本
日
の
第
23
回
通
常
総
代
会
が
皆
様

の
ご
協
力
に
依
り
、
あ
さ
ひ
か
わ
農
業
協
同
組
合
の
「
明
日

に
向
け
て
」
の
意
義
あ
る
第
一
歩
と
な
る
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
開
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
日
は
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第23回通常総代会開催される

組合長開会挨拶
代表理事組合長　古澤 祥弘

4
月
11
日
（
金
）、
大
雪
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
　

1
階
旭
川

市
音
楽
堂
に
お
い
て
、
J
A
あ
さ
ひ
か
わ
第
22
回
通
常
総
代

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
総
代
3
5
0
名
の
う
ち
3
0
4
名

（
本
人
出
席
1
1
7
名
、
代
理
出
席
5
名
、
書
面
議
決
1
8
2

名
）
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
前
10
時
の
開
会
宣
言
後
、
古
澤
組
合
長
よ
り
1
年
間
の

農
業
情
勢
や
事
業
ご
と
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
挨
拶
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
に
旭
正
地
区
の
石
尾
卓
也
氏
、
永
山
地
区

の
千
代
圭
氏
2
名
が
選
出
さ
れ
、
議
事
日
程
に
従
っ
て
令
和

6
年
度
の
決
算
報
告
、
令
和
6
年
度
事
業
報
告
、
剰
余
金
処

分
案
の
承
認
を
経
て
、
令
和
7
年
度
の
事
業
計
画
を
始
め
と

し
た
各
議
案
等
に
つ
い
て
慎
重
審
議
を
行
い
、
結
果
、
提
案

さ
れ
た
議
案
の
全
て
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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JAあさひかわの
気になるニュース

いつでもどこでも
くまなく情報満載TOPICS

3

JAあさひかわ 営農技術情報 令和7年5月号　
JAあさひかわ　上川農業改良普及センター

3 除草剤の「散布遅れ」に注意しましょう！
移植期にあたる5月後半は近年高温で推移する傾向です。これにより・・・
〇使用時期晩限のノビエ葉齢に達する時期が早まり、除草剤の散布適期が短くなる傾向です。
〇加えて、代かきから移植までの期間が開くと、散布適期は更に短くなります（図3） 図3　散布時期がずれる例 （初期剤の場合）

作業は十分に余裕をもって、事故・けがに注意しましょう！

（2）栽植密度の適正化
栽植密度を高めると穂ぞろい・収量の安定化につながり、整粒歩合の向上やタンパ
ク質含有率を低下させる効果が大きくなります。
「ゆめぴりか」等の良食味米（低タンパク米）の安定生産に向けて、栽植密度を高
めましょう（目標栽植株数：成苗70～80株/坪、中苗80株以上/坪）。

（3）植付深
1.5～2cmの標準植えとしましょう。極端な深植えは生長点の地温が低く、活着や

分げつの発生が遅れます。また、極端な浅植えは転び苗や浮き苗が発生しやすくなり
ます（図2）。

（4）移植晩限
5月25日頃までを目安とし、適期移植に努めましょう。

2 移植時の注意点
（1）適期移植
移植後半は外気温が上がるため、老化苗となりやすく早期異常出穂の原因となり

ます。適正な葉齢で移植するように努めましょう（表4、図1）。

⚫�「早期異常出穂」は、育苗後半（2.5葉期以降）の高温遭遇（25℃以上）により、　
親穂が正常な時期よりも早く、出穂する現象です。
⚫��親穂の玄米は着色等で整粒とならず、止葉枚数が減るため分げつ（穂数）が減り、　

2次成長による遅れ穂が発生し易く、収量・品質が低下します。　
⚫��成苗ポット苗では、育苗箱が熱吸収しやすく、特に注意が必要です。発生リスクの
低減には、適切な温度管理と適正な苗素質での移植が重要です。

成苗ポット 中苗マット

草丈 10～13 10～12

移植時
葉数
（葉）

ななつぼし 3.6～4.0

3.1～3.5ゆめぴりか 3.6～4.3

きらら397 3.6～4.4

分げつ 有 –

表4　移植時の目標苗素質

図1　苗の各部位の名称と葉齢の数え方、健苗の特徴

深植え

図2
植付深度の
目安

標準植え 浅植え

※粒状肥料（NP57など）は、かん水前に施用する。
※液肥を施用する場合のかん水の考え方（例）中苗マットで1,000ml／箱をかん水する⇒100倍液肥500mlと、水（液肥なし）500mlを分けてかん水する

水 稲

1 移植までの育苗管理
（1）温度管理（表1）
① ハウス内の温度は必ず葉先で測定し、苗の伸長にあわせた温度
管理をしましょう。
② 早期異常出穂を防ぐため、特に2.5葉期以降は25℃以上になら
ないように注意しましょう。

（2）追肥の実施
中苗マット苗は1.0～1.5葉期、2.0～2.5葉期に追肥します。成

苗ポットは、置床施肥をしているので、追肥は不要ですが、育苗
後半に苗の老化が懸念される場合は追肥を行いましょう（表2・
3）。成苗「ゆめぴりか」では、初期生育確保のため、2.5～3.0葉
期の展開前に追肥を行いましょう。
肥料ヤケを防ぐために追肥量・水量を守りましょう。

1回目 2回目 3回目 追肥量
（1回あたり）

中苗マット 1.0～1.5葉期 2.0～2.5葉期 （3.0葉期） N 1.0g/箱

成苗ポット – – （3.5葉期） N 0.5g/箱

表2　育苗追肥基準

葉
数
中苗マット 1.5葉～3.1葉 3.1葉～移植

成苗ポット 1.5葉～3.5葉 3.5葉～移植

管理目標 苗の徒長防止 苗質の充実硬化

温
度

日中 18℃～20℃ 18℃～外気温

夜間 10℃以下にしない。移植前は晩霜に注意する。

か
ん
水

基準 晴天時の早朝に十分かん水する。 

目安 早朝、葉先に水滴の付着が少なくなった時に行う。
中苗マットでは、日中、葉の開きが悪いときに行う。

方法 早朝、箱の下に浸透するようにかん水する。
低温時や午後のかん水は避ける。

表1　1.5葉期以降の温度・水管理の目安

資材名 NP化成57
（N＝15％，P＝7％）

くみあい育苗液肥
（N＝18％，P＝6％）

中苗マット 7g 液量5ml、水量500ml
（＝100倍液を500mlかん水）

成苗ポット 3.5g 液量2.5ml、水量500ml
（＝200倍液を500mlかん水）

表3　追肥資材の種類、施用量の目安（1箱・1回あたり）

令和6年度高品質米生産者表彰

あさがお神楽店にてまんぷくイベントを開催

旭川米生産流通協議会において令和7年3月6日（木）令和6年度高品質米生産者表彰式が開催されま
した。
対象品種としては『ななつぼし』『ゆめぴりか』のタンパク含有率6．8％以下の高品質米出荷生産
者を讃えるもので、作付面積規模により第1部門・第2部門に区分し単位面積あたり出荷数量が多い生
産者を地区優秀賞として選出し、上位3名を金賞・銀賞・銅賞、次点の生産者を特別賞として表彰す
るものであります。令和6年度については、2年連続となります第1部門金賞に旭正地区の笠井貴裕さ
ん、銀賞に北野地区、沢口仁さん、銅賞に永山地区、秦真一さんが受賞となり、当JA生産者が第1部
門高位3賞を独占受賞されました。また、第2部門では銀賞に永山地区の武田国男さんが受賞致しまし
た。当JAの各受賞者は次のとおりです。

3月30日（日）、あさがお神楽店にてまんぷくイベントが
開催されました。飲食ブースの他、こども服シェアリング、
こども縁日等が出店されました。
飲食ブースではスコーンサンドやさつまいもチップスな
ど、旭川産のさつまいもを使用した食べ物も多く発売され、
お客様に大変好評をいただきました。

まんぷくイベントはまんぷく募金が企画したイベントです！

※まんぷく募金とは　旭川・鷹栖・北見などの15店舗で募
金箱を設置し、こども食堂への寄付と地元産農産物のPRを
目的とした取り組みです。

【第1部門】
金　　　賞 笠井　貴裕（旭正）
銀　　　賞 沢口　　仁（北野）
銅　　　賞 秦　　真一（永山）
地区優秀賞 岩井　敬樹（中央）
 清水　和之  （神居） 
特　別　賞 澤田　秀行（北野） 
 長田　和仁（旭正）
  福原　道俊（永山）

【第2部門】
銀　　　賞 武田　国男（永山）
地区優秀賞 井上　孝夫（旭正）
 岩田真由美（北野）
 村上　晴基（中央）
 石坂　憲之（神居）
特　別　賞	 山口　誠一（永山）

まんぷく募金の主催者　神居地区　淺野　健次郎氏



6 5

JAあさひかわ地域農業再生協議会が開催される

3月24日（月）、JAあさひかわ本所3階大会議室において、
行政他関係機関及び各地区より選出された生産者が集い、JA
あさひかわ地域農業再生協議会が開催されました。
令和6年度の経営所得安定対策実施結果の報告や、令和7年
度の主食用米に対する生産の目安配分予定、国より交付され
る産地交付金予算の配分等、慎重な審議が行われました。
また、北海道農政事務所より、水田活用の直接支払交付金
の見直しの概要（令和9年度以降、「5年水張りの要件」は求
めない、現行水活の令和7年・8年の対応として、連作障害を
回避する取組を行った場合、水張りしなくても交付対象とす
る、など）について、情報提供がありました。

JAあさひかわ 営農技術情報 令和7年5月号　
JAあさひかわ　上川農業改良普及センター

さつまいも

1 定植ほ場の準備
①土壌診断を行いましょう。
②pHは6.0前後を目処に調整します。
③排水性がよく、深い作土層を意識しましょう。

土壌診断結果 炭カル施用量

pH6.0以上 0kg/10a

pH5.8 100kg/10a

pH5.6 200kg/10a

pH5.4以下 要相談

炭カル施用によるpH矯正

2 施肥
①収量2.5t/10aの場合、窒素施肥量は5kg/10aとなります。
　熱水抽出窒素に応じて、減肥します。

窒素 りん酸 加里

3～5kg/10a 10kg/10a 15kg/10a

施肥量（基肥のみ）

②ハリガネムシ類の対策として、粒剤の活用事例があります。
⚫連作にて虫害が見受けられる圃場や牧草後作への栽培については土壌処理を検討します。

対象害虫 使用量 使用時期 使用方法 使用回数

ハリガネムシ類
コガネムシ類幼虫 9kg/10a 植付前 全面または作条処理土壌混和 １回

フォース粒剤

3 うね立て
① 地温確保、及び健全苗のスムーズな定植に向けて、5月下旬までに「うね立て」「マルチング」
を完了させましょう。
②うね間は110～120cm（通路幅60cm＋ベット幅50～60cm）
③生育中の排水性改善、収穫作業の効率化のため、高うね（30～40cm）にします。
④マルチは緑、黒のいずれかを使用しましょう。
⑤ 排水促進のため、額縁明きょを施工します。周辺のほ場より低い場所、滞水の多いほ場で作付
する場合は、必ず実施しましょう。

4 定植
①株間25～30cm、4節植
② 自動定植機を使用する場合は、植え初めに必ず植付精度を確認し、4節植えとなるように調整
しましょう。
③いも重の確保のため、「紅はるか」6/10まで、「シルクスイート®」6/15までに定植しましょう。

（耕起の深さ15cmで
  低地土の場合）

「苗が届いてからほ場準備」と
ならないように！

Your Life 
Time Partner

令和7年度『Your Life Time Partner』（あなたの生涯パートナー）をキ
ャッチフレーズに農業後継者に結婚祝、出産祝。担い手のお子さんに小
学校入学祝・お誕生日祝として文具セットのプレゼントをお渡ししました。

入学おめでとうございま入学おめでとうございますす

永山地区
安友 久善さんの長男

永山地区　
佐藤 勝也さんの長女

永山地区 北野地区

井口　敦喜さん
来夢さん

藤井　勇輝さん
沙智恵さん

ご結婚おめでとうございまご結婚おめでとうございますす

安友　陽
はると

都くん 佐藤　優
ゆう

羽ちゃん

神居地区　
千葉 美菜子さんの長女

北野地区　
山下 浩明さんの長女

千葉　麻
あさひ

陽ちゃん

お誕生おめでとうございますお誕生おめでとうございます

山下　咲
さくら

来ちゃん
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JAあさひかわの
気になるニュース

いつでもどこでも
くまなく情報満載TOPICS
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① 生年月日  ② 出身地  ③ 最終学歴  ④ 趣味
⑤ JA職員として一言新入職員紹介

①2007/3/2
②旭川市
③旭川工業高等学校
④バスケットボール
⑤ 最初なので分からないことが多
いと思いますが、早く仕事を覚え
て貢献できるよう頑張ります。

金融共済部
共済課

管理部
総務課

購買部購買課
永山資材センター

鹿又 裕真
かのまた ゆうま

赤石 七海
あかいし ななみ

植田 隼平
うえだ しゅんぺい

①2002/9/9
②旭川市
③旭川市立大学
④キャンプ・映画鑑賞
⑤ JA職員になれた喜びを胸に、地
域農業の発展に貢献できるよう
誠実に学び、組合員、地域の皆
様から信頼される職員となれる
よう努めます。

①2006/4/10
②旭川市
③旭川商業高等学校
④読書・カフェ巡り
⑤ 分からないことばかりで不安な気
持ちがありますが、何事にも挑戦
するということを大切にして少しで
も早く慣れていきたいです。これか
らよろしくお願い致します。

北野金融支所
貯金共済課

山川 絆
やまかわ きずな

①2007/2/11
②旭川市
③旭川商業高等学校
④バスケ観戦・編み物
⑤ 初めての事が多くお世話になります
が、失敗を恐れずに新しいことに日々
挑戦し続けます。そして、持ち前の笑
顔で元気に精一杯頑張りますので、
どうぞよろしくお願い致します。

神楽金融支所
貯金共済課

小笠原 佑真
おがさわら ゆうま

①2002/7/23
②釧路市
③旭川市立大学
④ボーリング
⑤�社会人としての自覚と責任を持
ち、組合員の皆様に信頼していた
だけるように精一杯努力して行き
たいと思います。よろしくお願い致
します。

①2003/3/29
②旭川市
③星槎道都大学
④映画鑑賞・サウナ
⑤ JA職員としての自覚を持ち、組合
員の皆様に信頼していただけるよ
うに精一杯頑張ります。よろしく
お願い致します。

豊岡金融支所
貯金共済課

可児 陽康
かに はるやす

神居基幹支所年金友の会  通常総会を開催

神居基幹支所年金友の会（会長・佐藤勤、会員数66名）は2月27日（木）
に第38回通常総会を参加者18名にて、お城の鯉寿しで開催しました。
通常総会では、北原理事の来賓挨拶をいただき、令和6年度の活動報告・
収支決算、令和7年度の活動計画・収支予算等提出した議案のすべてが承
認されました。
総会後に行った懇親会では、おいしい料理で会話も盛り上がり、会員相
互の親睦を深め、楽しいひとときを過ごしました。

農業用廃ビニール・ポリ等の回収について

組合員の皆様方に於かれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。
又、日頃より当農協の事業運営に対し、ご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、本年度1回目の農業用廃ビニール・ポリ等の回収を下記要領にて実施致しますのでご準備等
をお願い致します。
尚、24年働き方改革問題や燃料費の高騰による運送費の値上げ、電力会社による電気料金の値上げ
から経費は増加傾向であり、回収業者より価格改定にて値上げの依頼がありました事から、大変ご迷
惑をおかけしますが、本年度より1kg当り36円から40円とさせて頂きますことご理解・ご協力賜り
ますようお願い申し上げます。

農ビ・ポリを混ぜないでそれぞれ梱包して下さい。又、汚物を落とし1m×2m角以内に丸め、
1梱包20kg程度にまとめて2か所縛って下さい。梱包方法

1kg当り　40円（税別）
料金内訳 運搬・処理料　1kg当り 37円（税別）
 回収手数料 1kg当り　 3円（税別）

料金

運搬・処理料の40％（円単位、端数切り捨て）
（1㎏当り37円の40％、14円程度の助成）助成金

令和7年8月下旬予定精算日

令和7年7月8日（火）～11日（金） 回収期間　

運搬・処理業者と農協が一括して締結しますので、委任状に印鑑が必要となります。
必ず印鑑をご持参下さい。

産業廃棄物
処理契約

【地区別日程表】 地　区 回 収 日 回収受付時間 回 収 場 所

旭  　正 7月8日 （火） 午前9時～午後3時  東旭川町旭正36-2
（資材センター農薬倉庫前）

永  　山 7月9日 （水） 〃  永山町10丁目143-5
（永山野菜集出荷場横空地）

神居・神楽 7月10日 （木） 〃 西御料5条2丁目
（旧神楽野菜集出荷場）

江 丹 別 7月11日 （金） 午前9時～午前11時  江丹別町中央
（そばの里江丹別店裏）

西 神 居 7月11日 （金） 午後1時～午後3時 神居町神居古潭44-3 
（西神居事業支所）

※ 平成17年4月1日より、廃棄物処理及び清掃に関する法律施行令及び施行規則の一部　改正による産業廃棄物運搬車にかかわる表示
が義務付けされました。各資材センター及び支所、事業所へ表示に必要な書類を配布しておきますので、農協へ持ち込む際には、必
ず氏名を記入の上、運搬車前面部分に表示してください。       
※神居・神楽地区は本年度につきましても11月の回収時に2日間実施する予定をしております。
※地区毎に回収日が異なりますが、期間内であれば地区を関係なく回収場所にて受付、回収致しますのでお持込み下さい。又、ご不明
な点等がございましたら、購買部購買課又は各資材センター及び江丹別支所、西神居事業支所までお問い合わせ下さい。
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農業近代化資金
農機具購入•施設資金等幅広い資金使途でご利用可能。
非常に低い実質負担金利でご利用いただける資金です。

農業関係資金のご案内

基準金利：年3.15% 基準金利は、令和7年4月18日現在であり
毎月見直されます。

６年目以降

年無利子 1.25%
当初5年間

JA農業経営ステップアップローン
農業経営に必要な設備資金・運転資金（1年以上）に対応。
農業経営の効率化・大型化・高度化等をご支援いたします！

等々機械取得 農地取得 家畜購入 施設資金 土地改良資金

★6年目以降は基準金利となります。 ★ご融資期間  ２５年以内（耐用年数を勘案） ★ご融資金額  ２億円以内（資金使途の範囲内）

1.00%
当初5年間 当初5年間

年 1.50%年

借入期間：10年以内　基準金利：年2.00% 借入期間：10年超25年以内　基準金利：年2.50%
当初5年間は
利子補給有！

〜

●詳しくは各支所融資相談窓口までお気軽にご相談ください。
　□神楽支所　☎61-4111　 □永山支所　☎48-2171   □旭正支所　☎32-2231
　□神居支所　☎61-4126　 □北野支所　☎87-2131

JAフルスペックローン
幅広い用途に対応！

他社農機具資金の借換にも対応しております。

等々農機具購入 格納庫建設 ハウス導入 発電機導入 他社農機具
ローン借換

借入期間：10年以内  基準金利：年2.00% 借入期間：10年超15年以内 基準金利：年2.50%

当初5年間 当初5年間

1.00%年 1.50%年

当初5年間は
利子補給有！

★6年目以降は基準金利となります。　★ご融資期間  15年以内（耐用年数を勘案）　★ご融資金額  2億円以内（資金使途の範囲内）
★原則、北海道農業信用基金協会の保証をご利用いただける方を対象といたします。保証料はお客様負担となります。（保証料率 年0.40%）
★100万円未満のお借入の場合は、基準金利でのご融資となります。

★ご融資期間  15年以内（資金使途によって異なります。）
★ご融資金額　認定農業者　　　　　1,800万円以内（資金使途の範囲内）
	 　　法人・集落営農組織　  2億円以内（資金使途の範囲内）
★原則、北海道農業信用基金協会の保証をご利用いただける方を対象といたします。保証料はお客様負担となります。（保証料率 年0.20%〜0.30%）
★原則として農業経営改善計画書で計画している機械・施設の導入等が対象となります。

道の利子補給に対する予算上限が決まっております。お申込みいただいた時点で予算上限に達している場合もございますのでご了承ください。
ご融資枠を確保してからのお手続きとなりますので、ご利用の際は余裕をもってお申込みください。

旭川市の利子補給に対する予算上限が決まっております。お申込みいただいた時点で予算上限に達している場合もございますのでご了承ください。
ご融資枠を確保してからのお手続きとなりますので、ご利用の際は余裕をもってお申込みください。

無利子
①�原則、就農年数5年以上で

40歳未満の市内の農業後
継者がいる農業者•法人（一
戸一法人）

②�農業経営を承継してから5年
以内の55歳未満の農業者

③�代表者が55歳未満で、農業
経営を承継してから5年以内
の法人（一戸一法人）

※借入期間が5年を超える場合、6年目から10年までは年1.90%、11年目以降は年2.90%でのご融資となります。

右記の要件いずれかに該当する農業者の方は

後継者支援策

等々農地取得 家畜購入 施設資金 土地改良
資金

農機具
購入

★��ご融資期間、ご融資金額および利子補給期間は資金使
途によって異なります。

★�原則、北海道農業信用基金協会の保証をご利用いただ
ける方を対象とします。保証料はお客様負担となります。

（保証料率  年0.40%）

年1.50%
資金使途毎の利子補給期間内に限り（最長10年間）

基準金利：年2.90%

当初5年間

旭川市農業経営改善資金
旭川市内で営農されている

個人・法人を対象とした資金です。

農機具購入 施設資金 果樹等植栽
育成資金 家畜購入 長期運転資金 等々

★原則、北海道農業信用基金協会の保証をご利用いただける方を対象といたします。保証料はお客様負担となります。（保証料率  年0.40%）
★100万円未満のお借入の場合は、基準金利でのご融資となります。
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概 要
（令和7年3月末実績）

組合員数
正組合員 1,429名
准組合員 16,506名
合　　計 17,935名

出 資 金 残 高 2,118 百万円
販 売 取 扱 高 43 百万円
生 産 資 材 供 給 高 132 百万円
給 油 所 供 給 高 392 百万円
生 活 供 給 高 9 百万円
貯 金 残 高 94,076 百万円
融 資 残 高 25,999 百万円
長 期 共 済 保 有 高 1,314 億円

第1回  理事会
監査報告
1　令和6年度資産自己査定の監事監査結果報告について
2　令和6年度決算監事監査の結果報告について
 
決議事項
1　資産査定の結果及び引当について
2　税効果積立金について
3　令和6年度決算（子会社含む）について
4　令和7年度事業計画について
5　第23回通常総代会について
6　第23回通常総代会提出議案について
7　��総合農協監督指針の改正に伴う「3つの方針」への対応について
8　規程類の一部変更について
信用事業方法書（金融機関等の業務代理又は媒介）変更新旧対照表

9　理事に対する資金の貸付について
10　�令和6年度コンプライアンス・プログラムの下期取組状況、及び令

和7年度コンプライアンス・プログラムについて
11　�令和6年度経営定期点検実施報告、及び令和7年度経営定期点検

実施計画について
12　役員賠償責任保険契約の締結について
13　上川中央部4JA合併検討委員会について
 
報告事項
1　内部監査の実施報告について
2　令和6年度対策農家結果報告について
3　令和6・7年度産米　生産の目安の算定について
4　ポジティブリスト青果物損害見舞基金補償制度加入状況について
5　令和6年度肥料・農薬に係る大口奨励等について
6　「JAバンク基本方針」の変更について
7　「JAバンクの内部管理態勢構築にかかる指針」の変更について
8　信用リスク管理態勢に係る貸付実績報告について
9　理事に対する貸付報告について
10　みのり監査法人による期中監査Ⅲ経過概要報告について
11　令和6年度債務者区分別分類結果一覧表について
12　反社会的勢力排除対応管理先に係る対応状況報告について
13　規程類の一部変更について
14　組合員懇談会意見の回答について
15　系統外預金状況について
16　組合員の加入及び脱退の状況について
17　その他

令和7年2月26日（水）

第2回  理事会
決議事項
1　会計監査人の監査報告について
2　みのり監査法人の報酬等の決定並びに再任について
3　第23回通常総代会の開催について
4　第23回通常総代会議事録の作成者について
5　理事に対する貯金および共済担保貸付について（包括承認）
6　行政庁に提出する業務報告書及び連結業務報告書について
7　株式会社の株式取得および処分について
8　組合員の出資金持分の譲渡について

報告事項
1　令和7年2月末事業実績（子会社含む）について
2　内部監査の実施報告について
3　品種別作付け実績及び令和7年度作付け計画について
4　貸出金利表の改定について
5　ゴールデンウィーク期間中の営業について
6　組合員の加入及び脱退の状況について
7　人事異動について
8　その他

令和7年3月17日（月）

監事会・監事監査の報告

監事会

監事監査

第1回監事会　令和7年2月21日開催
第2回監事会　令和7年2月28日開催
第3回監事会　令和7年3月17日開催

北海道信連より感謝状を授与

令和6年度北海道信用事業優績JA表彰の各重点
推進項目における推進活動においての貢献が評価さ
れ、北海道信連より表彰状の授与を受けました。
今後も、農業者と地域住民から信頼される金融機
関を目指してまいります。

日付 資格名 氏名 所　　属
3/31 推進役 大村　寿憲 購買部燃料課長兼購買部燃料課神楽給油所長
3/31 係 曽根　千聖 北野金融支所貯金共済課係

❖退職

日付 資格名 氏名 所　　属
4/1 正職員 鹿又　裕真 試用期間として管理部総務課係
4/1 正職員 赤石　七海 試用期間として金融共済部共済課係
4/1 正職員 植田　隼平 試用期間として購買部購買課永山資材センター資材店係
4/1 正職員 可児　陽康 試用期間として豊岡金融支所貯金共済課係
4/1 正職員 小笠原佑真 試用期間として神楽金融支所貯金共済課係
4/1 正職員 山川　　絆 試用期間として北野金融支所貯金共済課係

❖採用

氏名 職責 新　　辞　　令 職責 旧　　　辞　　　令
吉田　雅章 考査役 購買部燃料課長 推進役 営農企画部農産物直売課長
岩崎　康郎 考査役 営農企画部農産物直売課長 推進役 営農企画部企画課企画外郭組織担当推進役
板谷　知美 推進役 管理部経営管理課推進役兼審査課推進役 推進役 管理部経営管理課推進役
辰己　　信 主査 購買部燃料課神楽給油所長 主査 購買部燃料課北野給油所長
金田　晃典 主査 購買部燃料課北野給油所長 係 購買部燃料課北野給油所係
村田　一冴 係 購買部購買課購買渉外担当係 係 購買部購買課永山資材センター資材店係

❖本所

氏名 職責 新　　辞　　令 職責 旧　　　辞　　　令
篠原　愛里 係 神楽金融支所貯金共済課係 係 豊岡金融支所貯金共済課係
堀井絵梨花 係 豊岡金融支所貯金共済課係 係 旭正金融支所貯金共済課係

❖旭正基幹支所

氏名 職責 新　　辞　　令 職責 旧　　　辞　　　令
菅井　優香 主査 豊岡金融支所貯金共済課係長 主査 北部金融支所支所課係長

❖旭川中央基幹支所

氏名 職責 新　　辞　　令 職責 旧　　　辞　　　令
矢田紗耶佳 主査 神楽金融支所貯金共済課係長 主査 神居金融支所貯金共済課係長

❖神居基幹支所

異動（4月1日付）

理事会だより
2/3 村瀬　孝男 さん 旭川中央地区親交農事組合
2/3 林上　健之 さん 神居地区春日・嵐山1農事組合
2/10 吉倉　良夫 さん 旭正地区共栄7農事組合
2/16 矢萩スエ子 さん 永山地区13区農事組合
2/16 坂藤永太郎 さん 旭正地区旭正3農事組合
2/19 橋本　弘子 さん 神居地区春日・嵐山1農事組合
3/15 茶畑　正弘 さん 旭正地区共栄1農事組合
3/15 浅沼智惠子 さん 旭川中央地区その他農事組合
3/16 山田マサ子 さん 旭川中央地区その他農事組合
3/17 円山　　薫 さん 旭正地区千代田農事組合

1．資産査定監査　
令和7年2月12日、13日の2日間実施

2．決算監査　
令和7年2月14日から21日までの間で6日間
実施


